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学校ビオトープを考える

常務理事（江戸川区立南葛西第三小学校）長屋昌治

地球温暖化を実証するかのような猛暑の続いた2002年夏、岐阜県大垣市で全国ビオトープ・ネットワーク
主催による“全国学校ビオトープ・シンポジウムin大垣”が8月1日・2日の両日に渡り開催されました。
以下、基調講演・分科会の報告と、訪問したビオトープの紹介をしながら、学校ビオトープについて少し

考えてみたいと思います。

1．学校ビオトープとは？

最近よく耳にする、学校ビオトープとはそもそもどういうものなのでしょうか？

①ビオトープとは？

まず、その前にビオトープとは？

ドイツ語のビオトープ(Biotop)のことで、ギリ

シャ語起源のBios(生き物）とTopos(場所）を合

成して作られた言葉です。意味は文字通り、生き物

の生息場所。本来その地域にすむ様々な野生の生き

物が生きることのできる、ある程度のまとまりを

もった場所（森林・湖沼・川辺・干潟など）を指し

ます。自然生態系の構成単位としてこのように空間

を捉えると、様々な土地利用に生態系の考え方をよ

り反映きせることができます。

日本では、1980年代の終わりに環境NGOである

（財）埼玉県生態系保護協会が、ドイツで盛んに

なっていた、このビオトープの考え方を広く紹介

し、その後、'90年代に入ると中央官庁、地方自治

体、民間企業などもこの考え方を取り入れるように

なりました。コンクリートで固められた河川をもと

の野生生物の棲める河川に戻す試みや、各種の生態

園の整備、住宅地の緑化など、また、最近では地域

の環境NGOなどが中心となって里山の自然を復元

したり、自然植生を復元して湖の浄化を図ろうとし

たり、といった試みなどにもビオトープの考え方は

生かされています。
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②学校ビオトープの役割

では、学校ビオトープとは？

ビオトープとの大きな違いは、ビオトープが野生

生物の立場で管理するのに対し、学校ビオトープは

環境教育の場として、教育的見地からの管理を行う

点にあります。すなわち、限られた空間や予算の中

で、地域のビオトープのミニチュア版を作成、ある

いは、現在ある環境を保存することによって、子供

たちがその中で日常的に生態系にふれることができ

るようにし、子供自身が生き物を発見する喜びを知

り、生き物を呼ぶための工夫をしたり、管理の方法

を学んだりして行ける場とすることが意図されてい

ます。

したがって、学校ビオトープは、それがうまく機

能すれば、子供たちが身近に自然生態系と触れあ

い、それを守り育てる体験ができる場となり、さら

に、その製作や管理をしていく中で、地域の大人と

の交流を通じて、自ら環境問題を考え、解決してい

く手法を学ぶことのできる、なかなか有効な教材で

あろうと思います。

また、自然環境の特に劣悪な地域では、たとえこ

のような小さな空間でも、生き物にとってとても貴

重な生息空間にもなります。
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2．「全国学校ビオトープ・シンポジウムin大垣」の概要報告
日程：2002年8月1日基調講演・分科会ソフトピアジヤパンセンター

2日見学会、大垣市立小野小学校、東小学校、江東小学校

主催：全国学校ビオトープ・シンポジウムin大垣実行委員会

共催：大垣市、全国学校ビオトープ、ネットワーク、大垣地域産業情報研究協議会
協賛：（財）士屋環境教育振興財団

後援：環境省、文部科学省、岐阜県、岐阜県教育委員会、岐阜市、大垣市教育委員会、NPO法人自然環境復
元協会、日本ビオトープ協会、森と水辺の技術研究会、全国愛鳥教育研究会、（財）リバーフロント

整備センター、ぎふまちづくりセンター、大垣まちづくり市民活動支援センター、岐阜県技術士会、
岐阜ビオトープ管理士会

①基調講演（要旨）

『学校ビオトープの考え方とコミュニティのあしﾉ方』
富士常葉大学教授、全国ビオトープ・ネットワーク会長杉山恵一氏

自然環境復元の運動、いわゆるビオトープづくり

が今日のように一つの時代の動向となり得たのは、

その背景の一つとして、この運動を担う人々に共通

に「黄金の日々」としての子供時代の自然体験の記

憶があることによるだろう。そして、往時の豊かな

自然の中での体験が単独で行われたのではなく、集

団つまり子供仲間で行われたことにより、学校によ

る教育以前にあるいは学校以外の場で、人間として

という以上に生物個体として基本的に重要なことを

「学んだ」のである。しかし、このような伝統的子

供集団とその活動の場であった身近な自然はとも

に、最近の数十年間に衰退・消滅の一途をたどり、

このこと力覗在の子供たちの心身の発達に大きな問

題を惹起しているという認識がなされてきたからで

ある。そして、何よりもまず、自分の子や孫たちに

も自分と同様の自然を味わわせたかったからであ

る。

文部科学省も、最近の子供たちの心身の発達面で

の問題の多発ぶりに抜本的な学校教育の再編をせま

られ、その対応の具体的な方法の一つとして2002

年度から「総合教育」を取り入れることとした。現

在の子供たちに欠けているものに総合能力があると

の認識によるものである。

かつての子供たちは学校以前あるいは学校以外の

場での遊びを通じて基礎的な認識、能力を総合的に

体得していたが、その「学び」の場があらゆる面で

崩壊・喪失してしまった現在では、従来、学校以外

の場で学ばれてきた事項を、部分的にでも学校で行

わなければならないだろう。いわゆる「学力」の向

上以外にこのようなことに時間を割くことに対する
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批判が噴出しつつあるが、私は総合的学習に賭けた

文部科学省の方針は正しいものと考えている。そし

て、私自身ができうることは、復元された身近な自

然を、子供たちの原体験の場として活用する方法を

模索することである。

その方向で考えることに次の二つのことがある。

一つは学校内に最小限の自然環境の場を造成し、

生徒が日々接することができるようにすることであ

る。これは、学校ビオトープ作りとして全国に広が

りつつある。しかし、現在見られる学校ビオトープ

は学校内のごく一部を利用した小規模なものが多

く、子供たちの自由な振る舞いを許すものではな

い。ビオトープとしても不十分な内容のものが大部

分であり、ビオトープの名は単に目標を示すものと

考えた方がよい。ただし、日々接することができ、

継続的に観察することができる、という点では優れ

たものである。

もう一つは従来の林間学校の継続として広大な自

然に触れさせようとするものである。こちらの場

合、様々な場所が考えられるが、地方には相当広い

規模を持つビオトープ公園などがあり、そのような

ものは最適であろう。ただし、滞在が許きれるのは

せいぜい数日程度ということで、十分に自然を体験

させることは難しい。

両者に、一長一短ありというところである。

学校ビオトープ作りは現在活況を呈していて、全

国ではおそらく千以上の小中学校で何らかのものが

作られている。必ずしも学校の敷地内に造成される



わけではなく、隣接する場所に地主の了解と協力の

もとに営まれるものもあれば、都市の中心部ではコ

ンクリート校舎の屋上に造成されるものもある。学

校ビオトープが意義ある点は、その造成の全ての段

階で教師・児童生徒が取り組めること、PTAなど地

域社会との協力により、いわゆる「開かれた学校」

が促進されることである。

造成の発端は、学校側からあるいはPTA側からの

要請によるものとがあるが、後者の方力概ねスムー

ズにいくことが多い。しかし、教師や生徒が傍観者

的立場に置かれ、その後の利用・管理の面で、当事

者意識が育たなかったというようなこともあり、理

想的には、校長が、明確な意志を持ち、熱心な生物

系の教師がいて、あるいは教師の提案を校長が引き

受けるような形から、全教師・児童生徒・PTAなど

に働きかけを行っていくようなものがよく、地域の

ビオトープ作りに関わった経験のあるナチュラリス

トなどの協力も有効である。そして、プランを立て

る際に児童生徒が自発的に関わる仕組みを作ること

が重要である。イメージをまとめる作業は大変だ

が、学校ビオトープを実現させるためには自然的な

要素の他にも、技術的・経済的な要素、あるいは人

の和などの条件も大切であることを学ばせることに

②分科会（演目）

i)第1分科会「学校ビオトープの基本的考え方」
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意義がある。実際の造成においては、材料費のみの

出費に抑え、作業は児童生徒・教師・PTA有志の活

動によって補うことが望ましい。

利用・管理については、当然限度はあるが、学校

ビオトープを遠巻きに眺めるのではなく、その中で

遊ぶことも許されるべき（少なくとも立ち入りを禁

止すべきではない）である。これは、人間、つまり

児童生徒・教師たちも学校ビオトープの生態系を構

成する生物的要素であり、自然を対象化するという

態度ではなく、自然と共生するという考え方が大切

であるということ、また、作られたビオトープの生

態系は年を経るに従って生物相の貧困化が生じるた

めに、いわゆる「撹乱」も必要となってくるからで

ある。

学校ビオトープ作りは、総合学習の一般化や「開

かれた学校」の進展を背景として、今後ますます盛

んになるとともに、様々なバリエーションが付け加

えられていくだろう。次世代を担う子供たちの心身

の発達にとって、自然体験はかけがえのないもので

あるという教育上の意義とともに、都市部の自然化

の拠点としても大きな意義があると考えられる。

○ホタルが舞い、ハリヨが泳ぐ小野小学校-------------------------------------------------------大垣市立小野小学校

○背景にあるものから考える‐--------------------------------------------------------‐（株）土屋組環境技術センター

○霞ヶ浦流域の学校ビオトープ．ネットワークー_________‐アサザプロジェクトNPO法人アサザ基金事務局

○学校ビオトープの基本的な考え方-------------------------------------------全国学校ビオトープ・ネットワーク

○ノスタルジック・2002--------------------------------------------------------全国学校ビオトープ．ネットワーク

ii)第2分科会「学校ビオトープ作りの技術と実践」

○学校・PTA・地域が一体となったビオトープ作り-----------------------------大垣市立江東小学校、同小PTA

○岐阜県立岐阜農林高等学校ビオトープの概要一--------------------------------------------岐阜県立岐阜農林高校

○みんなで取り組む学校ビオトーブー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー ｰー -----------------滋賀県蒲生郡安土町立老蘇小学校

○全国学校ビオトープ・シンポジウムに寄せて----------------------------全国学校ビオトープ・ネットワーク

○第二段階の学校ビオトープづくり‐------------------------------------------全国学校ビオトープ・ネットワーク

i)第3分科会「コミュニティのあり方と学校ビオトープ」

○「西美濃学校ビオトープの輪」の紹介-------------------------------------------------西美濃学校ビオトープの輪

○「ビオトープ」を活用した市民参加のワークシヨップについて-------------大垣地域産業情報研究協議会

○刀根山小ビオトープ「刀根山生き物の里」

-PTA、保護者、地域を巻き込もう。

開かれたビオトープヘの実践と課題～‐--------------------------------------大阪府豊中市立刀根山小学校PTA

－5‐
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○コミュニティと学校ビオトーブーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰーｰー-----------------------滋賀県西浅井町立西浅井中学校
○コミュニティを形成するために果たすビオトープの役割

～ビオトープからまちづくりへ～-------------------------------------------------------------------大垣市都市計画部

■第2分科会に参加して

私が参加した第2分科会では、実際に学校ビオ

トープを作る際の技術的な話（植栽・水路の設計・

費用の捻出・水漏れ対策・業者選定など）を中心に

発表がなされました。それに対し、水路設計や植栽

についてこれから作っていこうとする人達から具体

的な質問が相次ぎ、学校ビオトープ作りに対する熱

意が伝わってきました。

また、発表した学校のほとんどすべてが学校単位

の取り組みで、実際のビオトープ作成には造園業者

が係わっていましたが、最後に、小学校のlクラス

だけで、すべて手作りでビオトープを造った事例の

発表があり、大規模な学校ビオトープだけでなく、

小規模であっても子供主体のビオトープの活動力河

能であるという例も提示されました。

③学校ビオトープ事例の紹介

紙面の都合で、ここでは見学会で紹介された学校のうち、ホタルの保護育成を核として学校ビオトープを

作っている小学校の一例を取り上げて、報告します。

◇岐阜県大垣市立小野小学校

田ねらい

環境の悪化の著しい現在、環境について考えることは時代の責務であり、学校教育の中で「私たちにでき

る環境づくり」とは何か、環境問題への意識化を図ることが大切であると考え、学社融合の教育として、地

域人材講師を年間延べ約800名、および多数の保護者の協力を得て、地域に根ざし、地域に開かれ、地域とと

もに、潤いと活力に満ちた学校・人や自然と豊かに生きる子供の育成を目指している。

特に、野生生物の保護育成では次のことをねらいとして、ホタルを核とした学校ビオトープ作りの活動を

行っている。

○自然に親しみ，生きものと身近に接し、命の尊さ、弱い命に耳を傾ける心を育てる。

○野生生物の保護育成を通して、環境保全の意識の高揚を図る。

○穴掘り、観察、飼育、ホタル祭などの感動体験を故郷の原風景としての子供のまぶたに残し、郷土愛を

培う。

○地域、保護者、学校が力を合わせた学社融合の教育を実施し、豊かな地域づくりをする。

－6‐
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回学校ビオトープの構成

◇すべて学校敷地内で面積合計：約620㎡（260,140,200,20）舗装部分除く

◇ビオトープの要素：池・小川・樹林・草地・石積み・生け垣・湧水・花壇

○第1ビオトープ：（ホタルの保護育成空間）ホタル、カワニナの流水多段式人工飼育装置を作り、

殖も行っている。ビオトープでの自然産卵も増え、ホタルの乱舞が見られる。

－7＝
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○第2ビオトープ：（小型魚類と植物の保護育成空間）地下水を利用している為、冬期でも水性植物の繁茂
が著しく、常時間引きを行っている。魚類はフナ、ハリヨ、タイリクバラタナゴ等が多く見られる。

○第3ビオトープ：（大型魚類の保護と児童が水と戯れる空間）休み時間に子供達が裸足になって遊ぶため

岸辺には草が生えない。魚類はフナ、ナマズ等が見られる。
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○第4ビオトーフ。：（カブトムシの保護育成空間）おがくずを大量に入れ、カブトムシの幼虫を飼育し羽化

させている。

回ビオトープづくりの経緯とその後の管理

「昔、どこにでもいたホタルを子供たちに見せた

い。」という保護者の願い。「どうせやるなら、命

の尊さ・環境に配慮できる子の育成をしたい。」と

いう教師の願いから始まり、平成10年度はホタル広

場（第1ビオトープ）を造成し、ホタルの保護育成

に取り組んだ。その成果を生かし、平成il年度は第

2ビオトープとして小型野生生物ミニ生息空間を、

平成12年度は第3ビオトープとして大型魚類および

子供たちが水と戯れる空間を発展的に造成した。

第1ビオトープはホタルに適する川の流れを、第

2ビオトープは生き物を分類できるように4つの

ゾーンの池で構成し、水温調節の工夫を、第3ビオ

トープは、3つのゾーンで構成し、大型の魚類も棲

みやすいように深い部分も作るなど、目的別に工夫

して設計した。いずれも現在ある樹木を極力残すよ

う配慮した。

-9-

第1ビオトープは、4年生以上約400名および地

域・保護者ボランティアで穴を掘り、仕上げは業者

に依頼。粘土と石だけの自然工法で、湧水部分のみ

セメントを使用。第2・第3ビオトープでは、粘土

貼り，石積・井戸水の配管も教師と子供を中心に行

い、経費も少なくてすんだ。
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その後の管理については、

教員：樹木の勢定、水生植物の間引き、水漏れ修復

作業、地域の河川でのカワニナ（ホタルの幼

虫の餌）採取、水量の調整、ホームページ作

成他

児童：4年：草取り、落ち葉拾い等の清掃、ホタル

の飼育、カワニナ放流、魚の餌やり

6年：卒業記念としてビオトープ内の小屋やシンボ

ルタワーにペイント

pta:草花や樹木の植栽、魚類の補充提供、修復作

業援助、広報活動他

地域住民：ホタル保護育成会の設立、資金援助、樹

木や草花の提供他

行政：環境木等の提供、修復作業の資金援助

造園業者：樹木の尊定

四学校ビオトープヘの関わりの度合い

教長 児童 PTA

ビオトープ宅 ①②③ ①②③ ①②③

準備計画段階 ○○C △ C

設計段階 ○○C △△ △

施工段階 ○○C ○○○ 八八八

育成管理段階 ○○C ○○○ 八八八

その他：アドバイス

など、教員・児童・PTA・地域住民・行政などが連

携を保って行っている。

○ホタル・カワニナの流水多段式人工飼育装置を作

り、人工飼育も行っているが、自然産卵も増

え、6月にはホタルが乱舞し、地域の人も招い

てホタル祭りを行っている。

○イタチやカラスによる被害に悩まされたが、深場

に移すなどして解決した。

○地下水を利用しているので、水生植物の繁茂が著

しく、常時、間引きが必要。

○第4ビオトープ（カブトムシの保護育成空間）を

作り、雄30匹・雌10匹を放す。来年度が楽しみ

である。

地掴

住民

①②③

八八八

八八八

環境
NGG

行政

①②③ ①②⑬

八八ハ

△△

造園業

者
その他

①②C ①②③

△

△ △

△ △

八八ハ △△

①：第1ビオトープ②：第2ビオトープ③：第3ビオトープ○：中心△：補助無記入：なし

回ビオトープの活用と成果・今後の展開

i)教科との関連

科E 国語 社会

学年 全学年

算謝 理科 体育 音楽

4．5 4

科E 生淀 家庭 道徳 特別活動 総合 その他

学奪 1．2 全学年 4．5 全学年

ii成果

○地域人材講師を年間延べ約800人招くなど、学社融合の教育を実践している。

○ホタル鑑賞で学校が地域のコミュニティの場になっている。

○全校を挙げて継続的・発展的に環境保全活動に取り組み、他校の先導的役割。

○自然や人と関わり豊かに生きる子供の姿や人々の心と心が通い合う姿がある。

○子供たちの学ぶ意欲・喜びは、環境保全の意識や生きる力となっている。

○ホタルの幼虫の生育率は記録的で、開発された飼育方法が注目されている。
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図画工作
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Ill)課題と今後の展開

○今後、第5ビオトープとして野鳥の生育空間を造成し、学校全体のビオトープ化を目指したい。

○現在市内16小学校の内、3校にビオトープができ、1校が計画中で、これらの学校と情報交換して活用

のあり方を探っていきたい。

○自然環境を自分たちで守ろうとする意識をより一層根付かせたい。

3．感想

今回、初めて学校ビオトープ関連のシンポジウム

に参加してみて、やはり、環境問題に対して、学校

教育の中でも真剣に取り組んでいかなければならな

いという時代の空気を感じました。もう、市民の一

人一人力環境問題に無関係ではいられない、それほ

ど、環境破壊が身近な問題として意識されてきてい

ることの現れでもあり、環境教育は総合学習の導入

とともに今後、ますます充実されなければならない

分野であることを確信しました。

環境教育の目標は単に環境の知識を与えるだけの

ものではなく、環境のことを考え、市民としての役

割を果たすことのできる人材を育てるものと考える

ことができます。今後何世代にもわたって持続可能

な社会を作っていくためには、自然生態系をなるべ

く破壊しないように自らのライフスタイルを変えた

り、多くの野生生物と共存できるように、自然生態

系と政治・経済・文化などとのつながりを見つめ直

したりといった、環境問題解決のための社会的行動

ができる人間であることが必要不可欠だからです。

このように考えるとき、学校ビオトープは、環境

教育の教材として、なかなか有効であろうと考えら

れます。

しかし、大きな問題点があることも考えなければ

いけません。それは学校ビオトープが多種多様の地

域の野生生物が自立して暮らせるように作られた空

間であると同時に、それが地域に開かれ、地域の自

然の一部を構成し、地域の自然に少なからず影響を

与えているということに起因します。

たとえば、特定の種だけを増やすといったこと

は、子供たちの興味を持続させたり、満足感を与え

たり、地域住民との交流を促すといった効果はあり

ますが、あまり増やしすぎると、餌になる動植物を

減らしたり、競合する種を駆逐したりなど、その地

域の生態系全体のバランスを崩すことになりかねま

せん。

また、その地域で数が非常に減ってしまった種を

昔のように蘇らせたいと増殖して放流することは、

とてもいいことだと思われがちですが、わずかな数
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の親から大量に子供を増やした場合、遺伝的に似

通った性質の個体が多くなり、これらを放流する

と、わずかに生き延びていた自然の個体にまで遺伝

的な画一性が進んで、小さな環境変化や病気の蔓延

で、その地域の個体を絶滅へと導く可能性を高めて

しまいます。

実際、自然生態系の復元の試みは、最新の多方面

の学術的な成果と長期にわたる調査の結果をフィー

ドバックして行われているのであり、総合の学習な

どで、子供たちの自主'性を重んずるあまり、地域の

自然生態系に負荷をかけるようなことがないように

十分注意して計画を立てなければなりません。その

ためには、長年、環境保護に取り組んでいる環境

NGOや大学の研究室などの専門的なアドバイスを

受けながら進める必要があるのではないでしょう

か。

今回のシンポジウムでは、学校ビオトープの身近

な野生生物に係わることによって、自然に興味を持

ち、環境問題について考える子供が増えているなど

の事例が多く発表されました。今後は、ビオトープ

に留まらず、自然が多く残された場所へ行くなどの

校外学習を多く取り入れて、さらに良質の自然に触

れさせることにより、子供たちに本当の自然の素晴

らしさや偉大さ、そして貴重さを体験せることが大

切であると考えます。

《参考文献》

○学校ビオトープ考え方つくり方使い方，

（財）日本生態系協会

○学校ビオトープ事例集，

阪神・都市ビオトープフオーラム

○水とビオトープの生きものたち，

全国学校ビオトープ・ネットワーク(編）

○環境教育指導資料（小学校編），文部省

○多様な生物との共生をめざして

生物多様性国家戦略，環境庁編

○生態系を蘇らせる，鷲谷いづみ
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もしノまき通信(1刀

～烏の羽をひろったら～

●羽毛

野外で拾うことのできる「フィールドサイン」の

一つに、烏の羽がある。羽、羽根、羽毛とも表記さ

れるこの部品は、鳥が烏であることの証拠の一つで

あると言える。そして、1枚の羽は、様々な情報を

持っている。また進化のデザインが楽しめる自然界

の芸術品でもある。今回は、私流の羽毛の収集法や

整理・管理法、利用法などを紹介させていただこう
と思う。

●収集のきっかけ

10年前、私は千葉県流山市の市野谷の森に通い始

めていた。大学のサークルの仲間が教えてくれた

フィールド、そこは東京都心から30kmも離れてい

ない場所であるが、オオタカが生息している森で

あった。花や虫の名を知りたいと、カメラと双眼鏡

を持って、約6年間その森に足を運んだ。

そこで私は、林床や倒木の上に残されていた、オ

オタカカ獲物を食べたその現場を初めて目にしたの

だが、まるで羽毛布団の中身を散乱させたかのよう

な状態に、自然界の生きる厳しさや凄まじさを感じ

た。その時拾った羽をサークルの仲間に見せたら

「キジバトじゃないか。」

と教えてもらった。

羽で鳥の名前が分かるんだということに感動した

ことが、羽毛への魅力を感じるきっかけとなった。

●羽1枚から分かること

特徴が明確な羽からは、状態さえ良ければ、その

鳥の名前はもちろんのこと、オスかメスか、成鳥か

幼鳥かということまで確認できることがある。また

羽の形によって、翼の羽か、尾の羽か、腹の羽かと

いうことも、場合によっては知ることができる。あ

るいは、拾ったときの状況から、捕食者に襲われた

のか、単なる羽の抜け変わり（換羽）なのか、と

いったことも判断できることもあるのだ。

ある研究者のお話では、飛行機のエンジンに巻き

込まれ、ミンチ状態になった鳥の羽からその種類を

調べるという依頼があったとか。

－12－

自然観察指導員森真希

何年か前に、私はある森で、壊れたエナガの巣を

拾ったことがある。巣材はコケ類と羽毛がふんだん

に使われていた。調べてみると、フクロウやオオコ

ノハズクの胸の羽や、メジロの翼の羽、キジやコ

ジュケイの体羽など、実に様々な烏の羽毛が使われ

ていた。この巣を見るだけで、近隣に生息している

鳥類の様子が見えてくるようだ。

様々なフィールドサインの中でも、それが持って

いる情報を読み取る面白さでは、羽毛はトップクラ

スかもしれない。

●羽毛の文化誌

羽毛は、今の私達の生活に広範囲にわたってかか

わりを持っている。そういった例の一つとして、羽

毛が使われている生活道具を思い付くままに上げて

みた。

・高級羽毛布団…アイダーダックが有名、和名はホ

ンケワタガモ。このカモの巣に敷き詰められて

いる羽毛を用いるのだとか。昔はアホウドリの

乱獲につながったことも。

．釣り…フライフィッシングの疑似餌、毛針。イワ

ナ、ヤマメ、アメマスなどを狙うときに使用。

・ファッション…首飾りやドレスの装飾品、扇子な

ど。中世ヨーロッパでは貴族の衣装の為に大量

のフウチョウ類の飾り羽が輸入されたとか。

・茶道…羽等（はばき）、炉縁などを掃き清めるの

に使用。

・文具…羽ペン、羽ぼうき

・弓道…矢羽、1本の矢に3枚の尾羽が使われる。

・民族衣装…パプア諸族やインディアン、イヌイッ

トなどの羽飾り。位によって身につけることの

できる羽の種類が決まっているとか。

・カー用品…羽ぼうき（商品名は未確認）

．赤い羽募金の羽…緑の募金もあるが、うわさでは

ニワトリの羽根とか。

・正月遊び…羽根つきの道具。ムクロジの種子にニ

ワトリの羽を5～6枚さして作る。

･初詣…その年の魔よけのお守りに使う破魔矢。し

かし、今ではプラスチック製が多いとか。



と、様々である。

このように「羽毛の文化誌」だけでも大きなテー

マになりそうであるが、これはまたの機会に見送ろ

うと思う。

●どうしたら集められるのか

いろいろな入手方法がある。私は、今まで、下記

のような方法で羽を収集している。

(1)野外で拾う

(2)動物園で拾う

(3)動物園の方にお願いしていただく

(4)友人・知人から譲っていただく

(5)その他

「(5)その他」というのは、具体的には、鳥の剥
製を作っている方から直接いただいたり、烏類標識

調査の際に抜け落ちた羽をいただいたりした、とい

うことである。

これらの方法で共通して注意しなければならない

ことは、「『ワシントン条約』や『特別天然記念

物jなどに指定されている希少種の羽は、個人では

所有できない場合がほとんどなので、関係機関に確

認をとった方が良い」ということである。このよう

な希少種は、羽だけでなく骨や角、毛皮なども、そ

の取引が厳しく制限されている。

●羽毛ファイルの作り方

私は、羽の大きさや使用目的によって、5つのタ

イプに分けて分類・保管している。

(A)チャック付きポリ袋に入れ、小型の収納ケー
スに入れる。

(B)チャック付きポリ袋に入れ、大形の収納ケー

スに入れる。

(C)ハガキサイズのファイルに入れる。

(D)A4サイズのファイルに入れる。

(E)B4サイズのファイルに入れる。

羽の大きさは、メジロの風切羽のように3～4

cmもないサイズからコンドルのように1枚の羽が

40～50cmにもなるビックサイズまである。全ての

羽を同じ方法で収納することは難しいので、試行錯

誤でこのような形で保管するに至った。

まず、入手した羽は、ゴミやダニ、糞、血痕など

が付着していることがあるので、できるだけ早め

に、ぬるま湯と石鹸で優しく洗う。よくすすぎ、タ

オル地などの布で羽を痛めないように水分をぬぐい
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取る。そして、ドライヤーの弱風か中風で丁寧に乾

かす。羽がしっかり乾いたら、羽づくろいをするよ

うに形を整える。

この時、温度の高い風をあてると羽が痛むことが

ある。羽はタンパク質でできているので、変質を防

ぐためにも熱風はさけた方がよいと思われる。ま

た、翼の羽などは自然乾燥でもよいが、体羽（胸、

お腹、背中等の羽）の場合は自然乾燥では基部の細

かい羽糸がからまったまま固まってしまったことも

あったので、やはりドライヤーや扇風機の利用をお

勧めしたい。

チャック付きポリ袋に入れるときには、ラベルを

添えると、その羽根の資料‘性が高まる。拾った場

所、日付、烏の名前、羽の名前（風切、雨覆、尾羽

等）など、分かる限りの情報を記載し、第三者にも

伝えられるようにしておきたい。

また、羽の入ったチャック付きポリ袋は、その大

きさ別に収納ケースに保管しているが、その中に防

虫剤を入れておかないと、せっかくの標本がカツオ

ブシムシなどの食害を受けることになるので注意が

必要である。

バインダー式のファイルで保管する時、私は大き

さと用途を考慮し、3つに分類している。

一つは、自然観察会用で、持ち歩きやすいハガキ

サイズのファイル。次は、卓上用の教材としてのA

4サイズのファイル。もう一つはA4サイズのファ

イルでも入りきれない大きさのもの、例えば尾羽が

全部そろっているので並べて保管したいという場合

は、B4サイズのクリアファイルに入れている。

A4サイズのファイルに関しては、羽根を貼り付

ける台紙に「OHPフイルム」を使っている。これ

は、学会や学校の授業などで、OHPを用いて図面

などをスクリーンに映し出すときに使う透明なシー

トである。

実際に今使っているものは、KOKUYOの「VF-

10100枚入り、A4手書き用」という商品である。

文具類の卸売り店では980円程で、比較的安価であ

る。しかし、同じOHP用のシートでも、手書きタ

イプのものは取り扱いが減ってきているかもしれな

い。というのも、最近はパソコンの普及によって、

インクジェットプリンタ用やPPC(静電複写機）用
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などの方が普及しているからである。しかし、これ

らは100枚入りや50枚入りで標準価格6000円という

値段がついていたりもして、ずいぶんと値段に差が

あるようである。手元にあるオフィス用品通販カタ

ログで調べてみると、最も手頃な商品がKOKUYO

の「VF-1300100枚入り、A4，再生OHPフイル

ム」で、定価5400円のものが3780円の価格がつけ

られていた。次に買うときにはどうしようかと迷う

値段である。

OHPフィルムを使い始めたのは、「BIRDER

（バーダー）」（文一総合出版）という雑誌に掲載

された内容を知ってからである。1997年8月号で

「羽毛の不思議」という特集が企画され、ご縁が

あって私も「鳥の羽コレクター」としてこの号に顔

付きで載せていただいた。同じようにインタビュー

を受けた方に西池毅さんがいらっしゃったのだが、

この方の整理方法の中にOHPフイルムを利用した

方法が紹介されていて、さっそく真似をさせても

らったという次第である。

OHPフイルムは台紙の色を自由に変えることが

できるうえに、羽根の裏面も見ることができる。メ

ンデイングテープを使って羽根を固定すれば、必要

な時に簡単に取り外すこともできる。こういった点

で、紙の台紙に貼り付けるよりも、はるかに利点が

大きい。できれば、携帯用のハガキサイズのファイ

ルも、この方法に切り替えようと思っているところ

である。

●教材としての利用

これまで私が自然観察会の現場で使ってきた手法

の中では、ハガキサイズの羽毛ファイルの出番が最

も多かったように思える。自然観察会で見られそう

な鳥の羽をあらかじめまとめておき、観察できたそ

の場で見せたり、観察会のまとめの際に、羽を見せ

ながらクイズ形式で羽の持ち主を当ててもらったり

した。

このハガキサイズのファイルは、携帯のしやすさ

に加えて、バインダー式なので観察会の状況に合わ

せて中身を変えられるという大きな利点がある。し

かし、野外に持ち出すということは、その分光にも

よく当たるので、黄色系統の羽根は退色しやすいと

いったこともある。実際に、コジュケイのお腹の羽

は4年ほどで色槌せてきた。観察会で頻繁に使う羽

は消耗品といってもよいかもしれない。手に入りに

くい羽は、このような形での利用は避けた方がよい
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と思われる。

私がよく出入りしている鳥取県の「米子水鳥公園

ネイチャーセンター」では、観察ホールからコガモ

やカルガモが羽づくろいをしているところを目の前

で見ることができる。一例として、ここでの羽の利

用方法を紹介してみよう。

まず、初めての来館者の方に、

「コガモの体の脇に光っている緑色の羽がご覧にな

れますか？」

と尋ね、望遠鏡にその姿を入れて見ていただく。

「あ、見える見える1きれいねえ。」

という反応があったのを確認して、さらにこんなこ

とを尋ねてみる。

「あの緑色の羽、どれくらいの大きさだと思います

か？」

来館者の方は、

「う－ん、これくらいかな？」

と指でサイズを示してくださる。そこで、本物の登

場。

「これがあの羽なんですよ！」

突然目の前に差し出された、美しい金属光沢を持つ

緑色の羽に、ほとんどの方が驚きの声を発する。光

の加減によってその輝きも変化し、実際手にとって

もらうと羽の細やかさを直に感じてもらうことがで

きる。5cmの小さな羽なのに、鳥を見に来た方に

大きな感動を与える力があるのだなと、本物が持つ

限りない可能性にますます魅力を感じるのであっ

た。

●羽の不思議

羽の不思議は、まさに自然界の不思議である。あ

る自然番組のお決まりのナレーションに

「不思議をひもとくと、そこには必ず感動がありま

す」

というのがある。まさにその通りである。どうして

こんな模様なのか、どうしてこんな形なのか、1枚

1枚がもつ羽の不思議や謎は深まるばかり。だから

こそ自然は面白いのかもしれない。

みなさんには、どんな羽との出会いがあるのだろ

うか。逸話があったら是非お聞かせいただきたい。
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⑥手で羽づくろいをするように形を整

えます。 く爪UlZも

えｵ､,ば‘

乳は元に

戻り封。

図解1羽①整理・収納法

⑦チャック付きポリ袋に入れます。①まず羽を入手します。
輪

恩
Ｊ
一

I言2

⑧防虫剤と一緒に収納ケースに入れて

ゼ〒､オ〒-ﾌ･入木“、

⑨ファイルで保管する場合は台紙を用

蕊懲鍵
⑩ﾒﾝﾃ゙ｨﾝｸ゙ ﾃー ブで固定します。

半一躯蝋
⑪ファイルに入れて出来上がり。

鮮江篭程吟、
にフワロウ目ムヒ俄
r*モ園▲なぜに
令種するt雄諭し
ヤ可<なるかも。
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（ 〕日中朱蕉保護協会の活動を伝える新聞記事の紹介

の卜キ
罫4，

慎
重
に
仕
上
げ
の
色
塗
り
が
行
わ
れ
る
ト
キ
の
模
型

Ⅱ
羽
咋
市
千
里
浜
町
の
中
江
循
さ
ん
方

能
登
の
空
に
再
び
ト
キ
が
舞
う
日
が
来
る
よ
う
願
い
を
込
め
て
活
動
を
続
け
る
特
定
非
営
利
活
動
両
Ｐ

ｇ
法
人
・
日
中
朱
鷺
保
護
協
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ト
キ
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
目
的
で
、
実
物
大

の
ト
キ
の
襖
型
製
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
模
型
製
作
は
初
め
て
で
、
広
く
小
中
学
校
の
環
境
教
育
教
材
用

と
し
て
貸
し
出
す
ほ
か
、
同
協
会
の
活
動
に
利
用
す
る
。

色
、
質
感
に
こ
だ
わ
り
い
物
流
瀧
龍
達
が
》
雛
峨
仕
上
げ
の

錘
臣1

潅鴬

瀞
蝿

農
好、、

隊亨

芦
髭

蕊 .?…

内
で
地
元
羽
咋
市
鹿
島
路
小
一

と
県
立
歴
史
博
物
館
に
二
体

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
ト
キ
は
国
の
特
別
天
然
記

念
物
で
あ
る
た
め
、
は
く
製

と
い
え
ど
も
持
ち
出
し
に
は

環
境
省
の
許
可
が
必
要
で
手

続
き
に
時
悶
を
要
し
、
外
部

耗
撫
附
郷
崎
晒

し
か
ら
尾
ま
で
が
六
十
三

諺
、
高
さ
四
十
八
壱
、
台
座

を
含
め
る
と
五
十
五
諺
の
大

き
さ
に
な
る
。
会
員
の
手
で

彫
や
れ
た
模
型
は
、
村
本
義

雄
会
長
宅
茎
Ⅱ
羽
咋
市
上
中

町
１
。
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
足
の
部
分
や
羽
先
に
慎

重
に
細
工
を
施
す
な
ど
少
し

で
も
実
物
に
近
づ
け
る
工
夫

色
麓
り
の
段
階
で
今
月
中
に

完
成
の
予
定
。
色
塗
り
作
業

を
託
さ
れ
た
羽
咋
市
千
里
浜

町
、
中
江
循
さ
ん
（
吉
）
は
鹿

島
路
小
の
は
く
製
を
参
考
に

し
、
写
真
集
と
首
っ
引
き
で

取
り
組
ん
で
い
る
。
中
江

さ
ん
は
「
く
ち
ば
し
と
足
の

鮮
や
か
な
朱
色
、
羽
毛
の

淡
い
ピ
ン
ク
色
、
特
に
羽
毛

の
柔
ら
か
な
感
じ
を
出
す

の
に
苦
心
す
る
」
と
奮
闘

中
だ
。村
本
会
長
は
「
ト
キ
が
能

登
か
ら
い
な
く
な
っ
て
か
な

り
歳
月
が
た
っ
た
。
少
し
で

も
多
一
く
の
子
ど
も
た
ち
に
ト

キ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

模
型
製
作
で
、
あ
ら
た
め
て

環
境
保
全
の
大
切
さ
を
訴
え

た
い
」
と
話
し
た
。

北国新聞2002年（平成74年ノ8月22日体曜日）/能登のトキ環境教育にノ

本会顧問をお願いしている村本義雄氏から、同氏が会長を務めていらっしゃる日中朱鷺保護協会の活動を

紹介する新聞記事が送られてきましたのでご紹介します。

-16－
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特
定
非
営
利
活
動
両
Ｐ
ｇ
法
人
白
中
朱
麓
保
護
塑
蔵
来
月
一
千
日

僻
合
し
じ
い

か
ら
の
中
国
ト
キ
視
察
団
派
遭
を
前
に
、
訪
問
先
で
あ
る
映
西
省
洋
県
の
小
学
校

に
約
七
百
人
分
の
机
と
蕊
記
具
を
贈
る
。
村
本
義
雄
会
長
（
皆
）
Ⅱ
羽
咋
市
上
中
山

剛
Ⅱ
の
元
に
今
年
三
月
玲
現
地
の
小
学
生
か
ら
届
い
た
手
紙
が
き
っ
か
け
一
と
な
り
、

民
間
交
流
を
深
め
る
た
め
支
鍾
を
決
め
た
。

村
率
さ
ん
は
、
野
生
の
ト
ー
さ
ん
Ⅱ
四
年
Ｉ
ら
で
、
村
本
成
十
）
年
に
Ｆ
キ
保
護
観
察

キ
の
嫁
息
地
で
あ
る
映
西
省
一
さ
ん
の
活
動
を
知
り
、
暑
班
」
を
組
織
し
、
児
童
ら
が
活

を
何
度
も
訪
れ
、
保
護
セ
ン
ひ
自
分
た
ち
の
学
校
に
も
来
動
を
続
け
て
い
る
。
手
紙
に

夕
Ｉ
や
小
学
校
を
視
察
し
て
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
峰
愛
す
べ
き
卜
キ
保
護
の

き
た
。
手
紙
を
送
っ
て
き
た
き
た
。
た
め
の
知
識
を
分
け
て
ほ
し

の
は
洋
県
平
渓
村
小
の
何
丹
同
小
で
は
、
一
九
九
八
率
い
と
い
う
こ
と
、
で
き
れ
ば

筆
記
具
や
川
人
分
の
机

緬
誌
藻
蕊
児
童
の
手
紙
に
こ
た
え
一

中画の子供たちに送る筆記具をまとめる

村本さん＝羽咋市上中山町

学
習
条
件
の
改
善
に
協
力
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
た
。
十
分
な
筆
記

用
具
が
な
く
、
机
と
い
す
の

足
は
折
れ
、
校
内
の
危
険
個

所
も
修
理
で
き
ず
学
校
の
床

や
壁
に
は
穴
が
あ
い
て
い
る

状
態
だ
と
い
う
。

日
中
朱
鷺
保
護
協
会
は
、

平
渓
村
小
に
ク
レ
ヨ
ン
や
ぺ

ン
ケ
ー
ス
、
ノ
ー
ト
な
ど
約

二
百
点
を
送
る
こ
と
に
し

た
。
さ
ら
に
同
壌
ぞ
集
め

た
募
金
で
同
小
を
含
む
洋

県
の
七
校
の
児
童
と
教
師
、

六
百
七
十
八
人
分
の
机
と
い

す
を
贈
る
た
め
、
現
地
の
業

者
に
発
注
を
済
ま
せ
た
。

村
本
さ
ん
は
「
政
府
間
、

各
地
方
自
治
体
の
首
長
同
士

だ
け
で
は
な
く
、
民
間
で
の

交
流
が
必
要
な
時
代
。
ト
キ

の
保
護
を
き
っ
か
け
に
、
民

間
で
の
交
流
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
し
た
。
支
撞
物
資

は
九
月
上
旬
に
児
童
の
元
に

一
届
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

北国新聞2002年（平成74年ノ8月26日（月曜日ノ′中国・トキの里へ学用品ノ

-17-
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＜後援行事のご案内＞

『第2回ジヤパンバードフエステイバル2002」
昨年に引き続き、千葉県我孫子市において、烏に

まつわる一大イベントである標記のフェスティバル

が開催されます。

当研究会は、本年度も後援団体として参画し、N

GO団体の一つとしてブースを構え、(NPO)環

境学習研究会の協力のもとに工作教室等を展開する

予定です。

会場には全国各地から、様々な活動グループが参

集し、自然保護や環境教育に関連した情報提供や催

しものの展開がなされることとなりますので、是非

この機会に会場まで足を運んでみてはいかがでしょ

うか。事前の申し込みは一切必要ありませんので、

どうぞ気軽にご参加ください。

記

1．主催

「ジャパンバードフェスティバル実行委員会」

（構成団体）我孫子野鳥を守る会、こちどりの

会、日本バードカービング協会、（財）山階鳥類研

究所、（財）日本鳥類保護連盟、（財）日本野鳥の

会、我孫子市、我孫子市鳥の博物館、日本ワイルド

ライフアート協会、（株）文一総合出版、エコツー

リズム推進協議会、（社）日本望遠鏡工業会、

（株）阪急交通社

2．後援

文部科学省、環境省、国土交通省、千葉県、千葉

県教育委員会、（予定を含む）日本鳥学会、全国愛

鳥教育研究会、北海道海鳥センター、中央学院大

学、川村学園女子大学、サントリー（株）、東日本

旅客鉄道（株）東京支社・千葉支社、（財）電力中

央研究所、我孫子市商工会、松戸市、野田市、柏

市、流山市、鎌ケ谷市、印西市、沼南市、関宿町、

取手市、利根町、牛久市、豊岡市、出水市、米子

市、豊栄市、国頭村、他

3．協賛

サントリーフーズ（株）、我孫子郵便局、千葉県

野鳥の会、他

‐18．

4．開催趣旨

自然のシンボルである烏たちの魅力を題材とした

芸術的、文化的な事業をはじめ、科学的な鳥類知識

の普及および教育的、環境的視点に立った事業の実

施を通して、新しい地域文化の創造と人と烏とが共

存する豊かな生活を目指していく。あわせて、日本

各地にその情報を発信し、芸術文化の素晴らしさや

身近な取り組みから自然環境の大切さをアピールし

ていく。

5．開催日時

11月16日（土）

11月17日（日）

9時帥分～16時30分

9時㈹分～15時00分

6．会場

■千葉県手賀沼親水広場及び芝生広場

〒270-1146我孫子市高野山新田193

TEL)04-7484-0555FAX)04-7484-0936

■我孫子市烏の博物館

〒270-1145我孫子市高野山234-3

TEL)04-7185-2212FAX)04-7185-0639

＜交通手段＞

JR(常磐線・成田線）我孫子駅～阪東バス

市役所経由東我孫子車庫行または湖北駅南口行

～「我孫子市役所｣下車徒歩5分

■我孫子市生涯学習センター「アビスタ」

〒270-1147我孫子市若松26-4

TEL)04-7182-0515FAX)04-7165-6087

＜交通手段＞

JR(常磐線・成田線）我孫子駅～阪東バス

市役所経由東我孫子車庫行または湖北駅南口行

～「手賀沼公園｣下車徒歩3分

■アビーホール

（全国野生生物保護実績発表大会/16日）

〒270-1145我孫子市本町3－2-28

イトーヨーカド－．3F

TEL)04-7183-3732

＜交通手段＞

JR(常磐線・成田線）我孫子駅から徒歩3分



愛鳥教育No.672002.10

7．主な内容

＊全日本バードカービングコンクール作品展

＊ワイルドライフアートの展示

＊烏学講座の開催

＊アホウドリ展示および烏島での誘導作戦のビデ

オ映像

＊庭に烏を呼ぶコーナー

＊烏に関して活動している行政、民間団体のブー

スの設置

＊手賀沼噴水前および湖上からのバードウオッチ

ング

＊映像作品の上映およびゲストによるトーク

*千葉県愛鳥モデル校の活動の紹介

*第37回全国野生生物保護実績発表大会の開催

*企画展「日本の烏」の展示

＊その他

8．問合せ先

我孫子市企画調整室担当：大畑様

〒270-1192我孫子市我孫子1858

TEL)04-7185-1111(内線273)

FAX)04-7183-0066

●電力中央研究所我孫子警察署●

取手→←松戸 国道6号

アビーホール
馨
壷一

アビーホール

（ｲﾄー ﾖｶド-3F)

｣R常磐線『一一J’1‘．.．
（ｲﾄーﾖｶド－．3F；

｣R常磐線『一一J’1‘．.．
Q D○

そ唖葬上』ろ↑墾●．

あびこ 成
了
‐
」 田

一
一４

上
野 』迩罵

→

幽旦56息
→

印
西

手賀沼公園●●一
一－一一=.一一~~一

賀沼 県立我孫子高校
面水生植物園

県立我孫子高校手賀沼 手賀大橋

沼親水広
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ

県道船橋･我孫子線

●交通手段

｢我孫子市

役所｣下車
徒歩約5分

今JR

我孫子駅 (阪東バス:市役所経由東我孫子車庫行
又は湖北駅南口行）
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トラズトバードウオ､ﾝチング［入門編］
ミニ野鳥図鑑(KEYBIRD50･縦偏)を使ってバードウオ､ﾝチング！

せたがやトラスト協会の《トラストバードウオ､ﾝチンヴ》は、今年も12月の第Z土曜
ふ企ごだ余がわひょうごし余こうえん

日に二子玉川の兵庫島公園で行います。
ざたぐにふゆどりわたたまがわさL,こうさんか

北国から冬鳥たちがたくさん渡ってくる多摩川。この最高のシーズンに、だれでも参釣
さんか

できるもっともやさしいバードウオ､ﾝチンヴを行います。どなたでも参加できますので、
ともだち砂ひるさんか

お友達をさそいあって、どうぞ気軽に参加してください。
ないようもうこぼうぼう御うぼ＆

※つぎの内容と申し込み方法をよく読んで応募してください。お待ちしています。

図’
匡罫

◆日
じ

時平成14年12月14日（第2土曜日）
午前9時15分～11時30分(9時15分証に受付をｵま
し空ひょうごしまこうえんしゅうごうばしよひょうごぱし

所兵庫島公園(集合場所は｢兵庫橘｣です）
とう抄中うでんえんとしせんふだご企公がわえ曹 と砥

（東愈田園都市線[二子玉川駅]より徒歩3分）
ひょうごぱし旬よく雀つあつ

※兵庫橘に直接集まってください

tてく燐い）
ぱ

◆場

もものぴつひようぐぽうかん厚あ倹ぐそうがんgよう

◆持ち物筆記用具・防寒着・雨具・双眼鏡(あれば）
やちようずかん争一ぱ一どあ抄ふゆへん

もうていSAは｢ミニ野鳥図鑑(KEYBIRD50．秋冬編〉
（鶏日､鮒でも醜してい諭｡旧509です｡）

ふくそうかわら危いへんすわ唾うしてぷくる

◆服装冬の河原は風が強く大変寒いです。毛糸の帽子や手袋などで
あたたかくし、歩争やすし､くつをはいてきてください。

今んかむbりょう

◆参加費無料です
うてんぱあい方申うしとうじってんこうはん更ん

◆雨天の場合中止※なお、当日天候により判断のつかなし､場合は、

ゼた脚ﾄﾗｽﾄ齢念3789－6112へ午前8時～よりお問い合わせくだき
句争う↓、

◆注意子どもたちどうしの場合は、家族の人に

「いつ・どこで。だれと」を必ず富ってから参釦しましょう。

一
一

一

[申し込み方法。］（鳶馨摸蔭箭Xの鷲､次の項目①~④をお害冬ください）
こうむく

①｢トラストバードウオッチング｣参的希望と害いてください

②名前（窓族や友達も参加する場合は全貝の名前と人数）

③(帥･ﾙｰ明合)代表者の住所と氏名、年齢、趣括番号
がつこう吟いがくれん

④学校での参加の場合は学校名と学年もお願いします

-0066世田谷区成城6－2-1(財）せたがやトラスト協会

バードウオ､ﾝチンゲ」係までお申し込みください。

(ハガキで)

しめ切墜

12月13日（金）必着！
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スト

主催：

後援：

(財）せたがやトラスト協会

(財）日本鳥類保護連盟

全国愛向教育研究会
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アイスランドにおける烏と人との関係

地球の北極圏に添うようにして浮かぶ島、それが

アイスランドである。地殻の変動を伝える火山と北

の果ての氷河が同居する島でもある。

そうした地理上の条件から、誰しもがまず気候の

厳しさを想像するに違いない。確かに氷河地帯やそ

の周辺の気候は大変厳しい。ところが、首都レイ

キャビックなどが位置する島の南西方向の海岸地域

等は、以外なほど穏やかな気候である。それは、中

米・カリブ海から北上するメキシコ湾流とそれに続

く北大西洋海流という大きな暖流が、南西方向から

アイスランドにまで達しているからであり、その周

辺では真冬でも雪が少しも積もらなかったりする。

また、ここは火山の島であると冒頭に述べたが、そ

のおかげで各地に温泉が沸いており、その豊富な資

源はパイプラインで各地に運ばれ、入浴のみならず

暖房用として広く利用されている。

首都レイキャビック

さて、こうしたアイスランドにおける烏と人との

関係について、今回は見てみることにしたい。

まず国鳥にはシロハヤブサが指定されている。日

本へも北海道を中心に時折訪れてくれるが、アイス

ランドでは大変ポピュラーな種である。また、猛禽

類のもう一つの代表はオジロワシである。スカンジ

ナビア半島などでは、このオジロワシとイヌワシが

競合している地域もあるようだが、アイスランドに

はイヌワシは生息していないので、大型猛禽類では

随一のものと言ってよい。地元で売られている絵は
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がきなどにも、オジロワシの写真には「TheKingof

Birds」などとキャプションが付けられている。

ニシツノメドじ

アイスランドで最も愛され、また有名な鳥という

とやはりニシッノメドリを挙げないわけにはいくま

い。この烏は、わが国でも北海道の周辺でごくまれ

に見ることができるツノメドリに大変よく似ている

が、ツノメドリが北太平洋に生息するのに対し、こ

ちらは北大西洋に生息している。ことにアイスラン

ドにおいては、繁殖期ともなると、島の岩礁地帯な

ど、海岸沿いのいたるところでその姿を見ることが

できる。その鮮やかな色をした大きな階と愛くるし

い姿は、一目見たら忘れられないほど鮮烈な印象を

与えてくれる。

ところがこのニシッノメドリ、海岸沿いに住む一

部の人々の間では、今だにたんぱく源、すなわち食

用として採られているのである。採取方法はごく簡

単で、いわゆるたも網のようなもので、岸辺近くに

飛んでくるところを捕まえるのである。そこで私が

思い起こしたのが、石川県の片野鴨池で今も行われ

ている、カモの「坂網猟」である。スタイルは若干

違うものの、1回に数羽程度を捕獲し、必要以上の

数は絶対に捕らないという姿勢、そしてごくシンプ

ルな方法により、他の生物には全く影響を与えない

よう十分な配慮がなされている点など、共通すると

ころが多いように思う。



愛鳥教育No.672002.10

採取と言えばアイスランドでは、土産物屋などに

行くと、鳥の剥製が売られていることが多い。今挙

げたニシツノメドリをはじめ、ライチョウ、ワタリ

ガラス、キタホオジロガモなど、相当数が常に店頭

に並んでいる。これなどは現在の日本では考えられ

ないことであるが、そうした野鳥が剥製として平然

と売られているということは、逆にそれだけ今だに

個体数がどの種も安定しており、捕って食べたり、

また剥製にしたりしても総数には大した影響を与え

ていないという事実が、裏に存在していることを意

味する。さらに言えば、北の果ての地ということも

あり、人の手のほとんど入っていないような自然が

それだけ多く残されているということなのである。

鳥を捕ることを推奨するわけにはいくまいが、し

かし、アイスランドのように「捕っても影響の出な

い状態」というのは、日本の現状からするとうらや

ましい感じもする。日本でも江戸時代以前にはあら

ゆる種がそうした状況であったはずであるが、今と

なっては夢物語りとなってしまった……。

評驚露

売られている烏の剥製

一方、冬場に首都レイキャビックの郊外にある池

などを訪れてみると、日本と同じようにカモ類やハ

クチョウ類が羽を休めている姿を間近に眺めること

ができる。そこで目立つのはオオハクチョウやマガ

モ、そして何よりマガンの亜種であるキバシマガン

である。アイスランドはハイイロガンや一部ヒシク

イの繁殖地としても有名なのであるが、冬場はそれ

と入れ代わるようにキバシマガンが目立ってくる。

このキバシマガンはグリーンランドで繁殖し、この

アイスランドやイギリスさらに西ヨーロッパ等に

渡ってそこで越冬する。
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驚議

レイキヤビック郊外の池の様子

オオハクチョウなど水,黒たちの様子

キバシマカ．ンに餌を与えている親子

眺めていると分かるが、日本ではおよそガン類は

人に慣れることはないと言われているが、キバシマ

ガンは人を恐れる気配が全くない。いやむしろ近づ

いてくる。それもそのはずで、彼らに餌を与える人

がいるのである。かと言って、ここで上野の不忍池

のような光景を想像してもらっては困る。人と言っ

てもごくまれに数名が寄る程度で、それは静かなも

のである。それでもガンたちは餌を与えてくれるこ



とを知っていて、餌を持つ人が現れるとそちらに集

まり、きれいな行列を作る。日本では餌をやること

の是非が、鳥類保護上の大きな問題として取り上げ

られることも少なくなく、私自身もドバトやカラス

などにエサをやらないよう、たびたび呼び掛けを

行ったりしているものの、アイスランドで見たのど

かな光景は、どうもそうした議論がそぐわないほど

穏やかな印象を受けるものであった。

アイスランドは、総人口が30万人にも満たない国

である。また冒頭でも述べたように氷河と火山に代

表されるような島であるので、人の住んでいる地域

もごく限られている。そのことが幸いしてか、野鳥

の生息に適した自然環境もかなり多く残されてい

る。と言っても、もともとが特殊な環境なため、そ

こに生息している烏種は限られているが、それぞれ

の種の個体数は多くしかも安定している。

そして、そこにある鳥と人との関係は、規制する

ことが何ら意味をなさないほど、ありのままで穏や

かである。事の是非を問えば、捕獲の問題など疑問

を投げかけたくなる点もあるかも知れないが、アイ

スランドの状況を一つの実例として、今一度原点に

もどり、鳥と人との共存について考えてみたいと

思った次第である。

編集後記

従来､校庭の一角に餌台や水飲み場を設置して野

鳥を呼び込み､観察するための環境を整備しようと

いう活動がなされてきましたが､近年、ビオトーブ

の考えの中に集約されてきているようです。しか

し、一方で､特定の種の飼育や移入種の問題などか

改めて問題になってきています｡野鳥を窓口に広く

自然を見ていこうという愛鳥教育の視点の意味を再

確認したいものと思います。

もりまき通信(17)では､烏の羽の整理と活用法につ

いて、図入りで解説していただきました。観察会の

教材教具としての活用を考えることで､単なる収集

の域を脱することになると合点がいきました。

昨年に引き続いて「第2回ジャパンバー承

フェスティバル2002」が、また「トラストバー

ドウォッチング」が開催されます。皆様、奮ってご

参加下さい。（染谷〉
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｢書~霜~語~詞

『カラスの早起き、スズメの寝坊
文化鳥類学のおもしろさ』
柴田敏隆著2002年7月

新潮選書（新潮社）定価（本体)1,100円

長い間野鳥の観察をしていると、次第に彼らの様

子力弛人事（？）に思えなくなる、というよりわれ

われ人間と共通の性質をそこに見るようになるもの

である｡本書はそうした野鳥観察、あるいは広く自

然観察全般にわたる達人であり、当研究会の顧問を

現在も務めていただいている柴田敏隆先生によって

著わされたネイチャー・エッセイ集である。

内容のベースとなっているのは、以前、総合研究

開発機構が発行している『NIRA』に、「文化鳥

類学こぼれ話」と題して32回にわたり連載されたも

のである。

全体が「I鳥社会の不思議」「Ⅱ驚異の身体シ

ステム」「Ⅲ自然界のバランス」「Ⅳ野生と適

応」という4つの章だてとなっているが、それぞれ

の章に含まれている一つ一つの文章は、みな独立し

た内容となっているため、どこから読みはじめても

すぐにその「文化鳥類学」の世界に浸ること力可能

である。

仲間同士のコミュニケーション、雌雄の別と性的

役割の違い、繁殖の形態、感覚器官の機能、食性と

採餌方法、生息環境、そして個々の行動特性など、

烏の世界とその社会の成り立ちを実に様々な切り口

から披露してくれている。

一方、人間の社会を面白いようにそれに重ね合わ

せながら、縦横無尽にこれを論じている。こちらの

切り口も、歴史的考察から文学、宗教、音楽、社会

問題、そして身近な風俗や’慣習、流行に至るまで実

に幅広く、その記述をたどるだけでも興味が尽きな

い。

こうして、鳥の世界と人間の世界を行ったり来た

りしているうちに、いつしかそれが同じ時を刻む一

つの世界として融合していくのを実感する。

結果として、われわれ人間の言わば隣人（？）と

して生きている鳥たちの存在が、今さらながらこの

上なく愛しいものとして意識されるようになるので

事務局箕輪多津男

ある。同時に、烏たちの社会を時には破壊し、時に

は思うままに践鯛してきた人間の活動そのものに対

する、大いなる反省と深い'悔悟の念が呼び覚まされ

ることになる。

近年は、人間と野鳥あるいは野生生物との共生と

いうことばを度々耳にするが、それをごく自然な姿

で実現できるとすれば、まずは多くの人々が野鳥に

親しみを持つようになることが、そのスタートライ

ンとなるに違いない。親しみを持てない隣人と、社

会、いや世界を共有することなど土台無理な話であ

ろう。なればこそ、人々が野鳥を身近に感じられる

ようになるための普及活動、すなわち愛鳥教育活動

がやはり重要であると改めて感じる次第である。

本書の挿し絵は、近年惜しまれながら亡くなられ

た故薮内正幸画伯の作品で彩られている。どの絵に

も野鳥に対する深い愛情が渉み出ており、それぞれ

の烏が同じ動物仲間であることを語りかけてくれて

いるようである。

本書が、これまでほとんど野鳥の存在を意識して

こなかったような人々にも広く読まれ、人間社会と

烏の社会が時間と空間を共にすることの意義が、深

くそうした人々の心に浸透していくことを願ってや

まない。

何より内容が面白く、時に専門的な内容が語られ

ているにもかかわらず大変読みやすい。ひとりでも

多くの人々が手にしてほしい一冊である。

写:真は剛に掲戴してあります。




